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１．研究開始当初の背景 
 中国が目覚ましい成長を遂げつつある現
在、中国との関係がきわめて重要なことは論
を待たないであろう。 
単に日中両国にとって相手国が重要だと

いうだけではなく、日中関係のあり方はアジ
ア全体の安定や発展を左右するものとなっ
ている。 
その日中関係が歴史認識をめぐる摩擦に

よって停滞しがちなことも否定しがたい。 
戦後日中関係の基層をあらためて問い直

す必要性のゆえんである。 
 
２．研究の目的 
 日中国交正常化の実証研究は緒についた
ばかりといえるだろう。 
このため、インタビューや情報公開請求な

どを通じて、根本資料から日中講和のあり方
を組み上げていかねばならない。 
現代東アジア国際関係の基層を成した日

中国交正常化の政治過程に注目すべきであ
る。 
 日中講和を考察する際に欠かせないのが、
日中戦争の史的研究である。 
これについては、国際舞台となったブリュ

ッセル会議を軸として、中国を代表する外交
官の顧維鈞の足跡をたどりたい。 
 日中間の相互認識については、いわゆる歴
史認識問題を視野にいれながらまとめてい
く。そこでは、「田中上奏文」や日中歴史共
同研究も問題関心に含まれる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、日中国交正常化の政治過程、

とりわけ 1970 年代の日中講和に絞り込んで
実証研究を行う。 
日中講和の法的政治的性格、戦争の総括と

謝罪の内実、台湾の地位、アメリカが日中関
係の形成に果たした歴史的な役割などを解
明する第一歩となる。 
必要に応じて日華平和条約の解釈の変容、

1980 年代の日中関係における歴史教科書や
靖国問題等についても論及するが、研究の中
心はあくまでも日中講和とする。 
言い換えれば、現代日中関係の研究を主と

して国交正常化の側面から発展させるもの
であるが、公文書には表れない政策決定過程
や人的関係について、インタビューをも駆使
して浮き彫りにしていく。 
 
４．研究成果 
本研究は、現代東アジア国際関係の原型と

もいうべき日中講和の歴史を実証的に分析
するものである。 
インタビューと情報公開請求に力点を置

いた。 
日中関係史を実証のレベルと認識のレベ

ルで分析し、相互認識の乖離が生じる原因を
解明した。 
 

着実な事例研究を積み上げながらも、日中
間における発想の相違に着眼し、日中講和を
多面的に解明すべく努めた。史料紹介も行っ
た。 
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